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特集　地域福祉を考える

みんなでみんなで

支える支える

地域福祉地域福祉

　

近
年
ま
で
、
障
が
い
者
・
高
齢

者
・
貧
困
者
な
ど
、
何
ら
か
の
支

援
が
必
要
な
人
へ
の
援
助
が
「
福

祉
」と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
在
で
は
、
高
齢
化

社
会
の
到
来
に
加
え
、
深
刻
な
経

済
状
況
が
続
く
中
、
孤
独
死
や
認

知
症
患
者
の
徘
徊
、
児
童
虐
待
、

ご
み
屋
敷
な
ど
、
新
た
な
社
会
問

題
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
、〝
普
段

の
暮
ら
し
の
幸
せ
〞が
、誰
に
と
っ

て
も
必
要
な「
福
祉
」へ
と
変
わ
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

制
度
の
は
ざ
ま
や
複
数
の
福

祉
課
題
を
抱
え
る
な
ど
、
既
存
の

サ
ー
ビ
ス
で
は
対
応
困
難
な
事
案

の
解
決
に
取
り
組
む
〝
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｃ

Ｓ
Ｗ
）〞
の
存
在
を
知
り
、
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
の
、
地
域

福
祉
活
動
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

問 
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議
会

（
℡  
８
９
５
・
１
１
８
５
）

　

Ｃ
Ｓ
Ｗ
は
、「
福
祉
の
な
ん
で
も

相
談
員
」
で
、
悩
み
を
一
緒
に
考

え
る
専
門
職
で
す
。

Ｃ
Ｓ
Ｗ
の

　
　

役
割
に
つ
い
て

　

一
人
暮
ら
し
や
ひ
き
こ
も
り
、

ご
み
屋
敷
な
ど
の
課
題
の
解
決
や

地
域
福
祉
を
構
築
す
る
上
で
、
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

❖
相
談
内
容

▽ 

経
済
的
、
家
の
問
題
に
つ
い
て

（
１
３
１
件
）

▽ 

心
理
的
、
精
神
的
問
題
に
つ
い

て（
１
０
０
件
）

▽ 

地
域
生
活
に
つ
い
て（
66
件
）

▽ 

社
会
参
加
、
生
活
の
質
の
向
上

に
つ
い
て（
42
件
）な
ど

　

地
域
で
起
こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
に
対
し
て
、
地
域
住
民
一
人
ひ

と
り
が
主
役
と
な
り
、
誰
も
が
よ

り
良
く
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
、
地
域
の

実
状
に
応
じ
て
計
画
的
に
進
め
る

活
動
を
「
地
域
福
祉
」
と
い
い
ま

す
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

地
域
福
祉
っ
て
、

　
　

ど
ん
な
こ
と
？

校区福祉委員会の活動

　校区福祉委員会は、地域の中で起
こっている生活上の課題を解決する
ために、次の活動を行っています。

　地域の高齢者が
集まり、気軽で楽し
い仲間づくりや交
流を行う

　子育て中の親子が
集まり、遊びを通じて
子どもの成長につい
て学ぶ。育児相談あり

　地域の高齢者から
昔遊びを教わるなど、
子どもと高齢者が交
流しふれあう

　支援を必要とする
人に対する見守り、安
否確認、声かけ訪問な
どで個別援助を行う

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に

は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
「
困
っ

て
い
る
人
が
い
た
ら
手
助
け
し
よ

う
」「
地
域
で
支
え
合
お
う
」
と
い

う
意
識
を
持
ち
、
行
動
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

は
、
小
学
校
区
を
単
位
と
し
て
、

子
ど
も
・
障
が
い
者
・
高
齢
者
な

ど
の
地
域
で
困
っ
て
い
る
人
が
孤

立
す
る
こ
と
な
く
、
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
活
動
で
す
。

ＣＳＷ 相談事例

「長年ひきこもりの 20代男性への支援」

相 談内容　無職でひきこもり状態。精神的
な病気でリストカットも経験し、病院を
転々としているが、何か人の役に立ちた
いと思っている。

ＣＳＷが行ったこと　
▷ 保健所や障がい福祉課に相談する（病院
や障がい福祉サービス、施設の自助グ
ループなど）

▷ ボランティアとして、高齢者施設の受け
入れが可能か施設のCSWに相談する

結 　果　本人と一緒にボランティアに参加
した際に、人の役に立つことを実感された
ようでした。このことが自信につながり、
一人で出かけられるようになりました。

　

こ
の
活
動
は
、
地
域
住
民
を
中

心
と
し
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
星
友
ク
ラ

ブ
、
青
少
年
指
導
員
、
更
生
保
護

女
性
会
、保
護
司
、福
祉
施
設
、小
・

中
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
子
ど
も
会
な

ど
の
福
祉
関
係
団
体
か
ら
構
成
さ

れ
る「
校
区
福
祉
委
員
会
」が
、
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
10
小
学
校
区
福
祉

委
員
会
が
あ
り
ま
す
。

　

校
区
福
祉
委
員
会
は
、
住
民
の

生
活
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
地
域
で
支

え
合
う
た
め
に
見
守
り
や
声
か

け
、サ
ロ
ン
活
動
、交
流
事
業
、研

修
会
な
ど
の
啓
発
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
の
懇
談
会
や
男
性
向
け
の
喫

茶
サ
ロ
ン
、
障
が
い
当
事
者
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
画
す
る
サ

ロ
ン
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

特
色
を
生
か
し
た
取
り
組
み
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
や
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
研
修
会
を
開
催
す

る
な
ど
、活
動
は
多
岐
に
わ
た
り
、

地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
、
活

躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

25
年
度
の
相
談
実
績

相
談
実
人
数

 

62
人

相
談
延
べ
件
数 

２
７
８
件

相
談
内
容
件
数 

４
３
３
件

子育てサロン

世代間交流 個別援助

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
（Ｃ
Ｓ
Ｗ
）
っ
て
、

何
す
る
人
？
？

「
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い

い
の
？
」「
相
談
し
た
け
れ

ど
、
サ
ー
ビ
ス
は
使
え
な
い

と
言
わ
れ
た
…
」
そ
う
い
っ

た
生
活
上
の
困
り
事
や
悩

み
事
を
伺
い
、
内
容
に
合
っ

た
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
を
紹

介
し
ま
す
。

地
域
で
孤
立
す
る
こ
と
な

く
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

活
が
で
き
る
よ
う
に
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

困
り
事
や
悩
み
事
の
解
決

に
向
け
て
、
関
係
者
に
協
力

を
促
し
ま
す
。
ま
た
、
本
人

や
家
族
、
相
談
窓
口
と
の
調

整
役
に
な
っ
て
解
決
に
努

め
ま
す
。

あいさつ運動 共生型サロン

　子ども、高齢者、
障がい者、誰もが気
軽に集う

　あいさつから始ま
る地域の〝わ〟を目
ざし、児童などの見
守り・声かけを行う

ふれあい・
いきいきサロン

相 談内容　他県に住む家族から、本人が死
にたいと言っている、遠方のため頻繁に
家に行くことが難しく、近所付き合いも
ないため心配だと連絡がある。
ＣＳＷが行ったこと
▷民生委員と訪問し、様子をうかがう
▷ 近所の人に、普段の生活で心配な様子は
ないか聞いて回る
結 　果　地域の校区福祉委員会に相談する
と、食事の差し入れなどをしてくださり、
継続的な見守りができるようになりまし
た。

～ CSW中島麻也子さん（社
会福祉協議会）からの報告～

「自殺願望の人を地域で見守る」

小
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

校
区
福
祉
委
員
会
活
動


